
読者からのお便り 2022年
12月号 6「ふくチャレ」は、地道に文化を育んでいる方にスポットを当てていて、興味深く読みました。（60代 郡山市）

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
な
ど
で
高
校
時
代

に
日
本
一
周
、
大
学
時
代
に
世

界
一
周
を
し
た
深
澤
さ
ん
は
、
人
と
話

す
こ
と
や
人
と
つ
な
が
っ
て
学
ぶ
こ
と

が
大
好
き
。
２
０
２
０
年
、
三
島
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
。
働
き
な

が
ら
、
高
校
時
代
か
ら
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
浜
通
り
に
も
足
を
運
ぶ
中
で
、

楢
葉
町
に
新
し
く
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
で

き
る
こ
と
を
知
り
、
協
力
隊
を
退
職
。

今
年
5
月
か
ら
運
営
会
社
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
は
コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
所
が
あ

る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
も
見
据
え
、

業
務
の
傍
ら
、深
澤
さ
ん
自
ら
コ
ー
ヒ
ー

豆
を
焙
煎
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
将
来

的
に
は
、旅
の
目
的
地
と
な
る
よ
う
な
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
自
分
で
起
業
し
た
い
。

そ
ん
な
、旅
の
新
し
い
拠
点
を
こ
の
地
域

に
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
で
は
、地
域
の
方
々
の
力
を
借

り
な
が
ら
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
共
同
作
業
や
事

務
作
業
な
ど『
初
め
て
の
経
験
』
の
連
続

で
す
が
、働
き
な
が
ら
運
営
・
経
営
面
も

学
べ
る
の
は
あ
り
が
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

深
澤
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
旅
す
る
側

か
ら
、今
度
は
こ
の
地
域
で
、自
分
が
多

く
の
旅
人
を
迎
え
入
れ
る
側
に
な
っ
て

い
き
た
い
、と
い
う
夢
を
広
げ
て
い
ま
す
。
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泊
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地
域
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、
快
適
に
泊
ま
れ
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
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ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

のみものをつくるひと

深
ふ か

澤
さ わ

 諒
りょう

さん
（楢葉町）

シェアハウスは縁側・食堂などの改築をはじめ、深澤さんも DIY に参加して、地域の方々などと一緒に、
みんなで作り上げていきました。食堂の一般営業も準備中で、コーヒーの提供も行っていきます。

いま福島で
頑張る人たちを紹介

Fukushima ChallengerFukushima Challenger

シェアハウスの食堂で、自慢のコーヒーを入れる深澤さ
ん。住人の方にも振る舞っています。

見よう見まねのDIY作業。「100
点満点でなくてもシンプルで丁寧
に」をモットーに取り組んでいます。

納得いく味を目指して、自らコー
ヒー豆を焙煎。イベントなどで
もコーヒーを提供しています。


